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水 産 動物 中 の無 機 成 分 に関 す る研 究―III
九州西方海域 産水産動物の筋肉お よび
内臓中の カ ドミウム,亜 鉛,銅,鉛
お よび鉄の含有量 につ いて
野 崎 征 宜 ・宮 原 昭 二 郎
Studies on the Inorganic Components of Marine Animals-III 
 On the Contents of Cadmium, Zinc, Copper, Lead and Iron 
 in Muscle and Viscera of Marine Animals Captured in 
the West Sea Area of Kyushu.
Yukinori NOZAKI and Shojiro MIYAHARA
 We investigated the contents of cadmium(Cd), zinc(Zn), copper(Cu), lead(Pb) 
and iron(Fe) in muscle and viscera of marine animals captured in the West Sea 
Area of Kyushu. The results were as follows: 
 1. The contents of Cd, Zn, Cu, Pb and Fe in muscle of 31 species were 
<0.01 - 0.18 ppm, 2.23 - 15.89 ppm, 0.48 - 7.25 ppm, 0.10 - 0.96 ppm and 5.08 
 - 50.62 ppm respectively. 
 2. The contents of Cd, Zn, Cu, Pb and Fe in viscera of 10 species were 0.18 
- 0.39 ppm, 8.12 - 22.80 ppm, 0.79 - 4.69 ppm, 0.11- 1.12 ppm and 23.68 - 152.37 
ppm respctively.
前報1)で はナ トリウムおよびカ リウムの含有量 な らびにそれ らの存在形態 について報 告 したが,今 回 は同 じ
く九州西方海域産水産動物 の筋 肉および内臓 中のカ ドミウム(Cd),亜 鉛(Zn),銅(Cu),鉛(Pb)お よ
び鉄(Fe)の 含有量について分析 した結果 を報告す る。
実 験 方 法
試料お よび調製　試料 は前報1)で 示 した魚類 の他,さ らに4種 類 の無脊椎 動物 を用 いた。
個体差 を除 くために,同 一試料5～6個 体 の筋肉および内臓(腹 腔内全部)を それぞれ合わせてホモ ジナイ
ズ し,被 検液 を調製 した。
被検液の調製お よび分析 に用 いた装置 は前報1)と 同 じであった。
測定方法Cd,Cuお よびPbは 山本 らの方法2)に 準 じて行 なった。すなわち検液の一定量 をビー カーにと
り,メ チ ルオ レンジ2滴 を加えてオ レンジ色 になるまで濃 ア ンモニァ水 で中和 したのち,2M酢 酸-酢 酸ナ ト
リウム緩衝液(pH5.0)5mlを 加 え,pHを5.0に 調節 した。これ に1%ジ ェチ ノレジチ オカノレバ ミン酸ナ トリウ
ム溶液5認 を加 え,さ らにpHを1Nア ンモニァ水 または1N塩 酸 で5.0に 補 正 した。 これ を分液 ロー トに とり,
メチ ルイ ソブチル ケ トン10酩 を加 えて5分 間振畳 を行 ない,静 置 したのち有機溶媒相 を分離 した。分離 した有
機 溶媒相 に少量 の無水硫酸 ナ トリウムを加 えて脱水 し 亀 原子吸 光分析 を行 なった。同時 に各金属 の標 準液 に
つ いて同様 の処理 を行 ない,検 量線 を求め,こ れ よ り各金属 の濃度 を算 出 した。
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含量 に関す る研究 と一致す る。
水産動物 中のPb含 量 は,田 中 ら5)の報告に よると1PPm以 下,BAETZら14)の によると魚類 は1.64PPm(乾
物 当 り),UTHEら15)は カナ ダ産 の淡水魚は0.5ppm以 下 であ った と報告 している。著者 らの測定結果 では
筋 肉は0.10～0.96ppm,内 臓 は0.11～1.12ppmで あ り,両 者 間には顕著 な差 はみ られ なか った。
Feは 広 く生体 内に分布 しているが,一 般にみ られ るよ うに筋肉に比べて内臓 中に多量 に存 在する ことが確
認 され た。
これ らの分析 は多種類 にわた って行 なった ものであるが,水 産動物 中 の金属元素は季 節 年令 お よび棲息環
境な どによって影 響 され る12,13,16-20)と考 えられ るので,以 上 の実験結果 はそ の限 られ た一部 を明 らか にした
に過 ぎない。
最後 に試料 の提供お よび分 析機 器の使用 につ いて種 々の便宜 を賜わ った西海区水 産研究所 浜田七郎氏 に深謝
の意 を表す る。
要 約
九 州 西 方 海 域 産 水 産 動 物 の筋 肉 お よび 内臓 中 のCd,Zn,Cu,Pbお よ びFeの 含 有 量 に つ い て 分 析 し,次 の
よ うな結 果 を得 た。
1.31種 類 の 筋 肉 中 の各 金 属 の 含 有 量 はCdO.18ppm以 下,Zn2.23～15.89ppm,CuO.48～7.25ppm,
PbO.10～0.96ppmお よ びFe5.08～50.62ppmで あ る こ とが認 め られ た 。
2.10種 類 の 内臓 中 の各 金 属 の含 有 量 はCdO.18～0.39ppm,Zn8.12～22.80ppm,CuO.79～4.69ppm,
PbO.11～1.12ppmお よびFe23.68～152.37ppmで あ る こ と が認 め られ た 。
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